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雲南市立吉田中学校だより

３月１１日(水) ３年生１７名が、昨年８月に受

賞した「全国みどりの奨励賞」を記念し、学校林に

「やま桜」の苗木８４本を植樹しました。

当日は、公立高校の面接試験日と重なり、３年生

全員による植樹とはなりませんでしたが、参加した

生徒は、参加できなかった７名の分まで、気持ちを

込めて丁寧に植樹を行いました。

この日に植樹をしたやま桜の木々が花を付ける

のは３・４年後とのことで、関係者からは「二十歳

の春にでも見に来て欲しいものだ」と気の早い話が

飛び出していました。

今回の記念植樹は、緑

の少年団活動の一環とし

て行い、当日は東部農林

振興センターをはじめ関

係機関から６名の方に植

樹の指導をしてもらいま

した。作業場は、飯石森林組合の皆さんにより間伐

や下刈りが行われ、苗木が育ちやすいよう整備がし

てありました。しかし、想像以上の急斜面での作業

に、最初は苦戦苦闘をしていましたが、作業が進む

につれて斜面にも慣れ、スコップやクワで上手に穴

を掘っていました。苗木の長さは約１ｍ程で数人が

協力しながら順次苗木を植え、しっかりと長靴で踏

み固めていました。急斜面でバランスを取りながら

作業をする生徒の様子は、怖々から楽しげな植樹風

景に変わり、やま桜の咲くころの、生徒の様子を想

像させてくれました。

作業は、一時間半ほどで終了し、植樹を終えた生

徒たちの満足げな表情に、関係者の皆さんからも笑

みが漏れていました。生徒たちの「花が咲いたころ

見に来ようね」と言う会話を耳にしたとき、苗木の

成長とともに卒業をしていく３年生の健やかな成長

を祈らずには居られませんでした。叶うなら、いつ

の日にか満開のやま桜の下で、大人になった皆さん

と、今の中学時代を語り合いたいものです。
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出会い系サイトなど有害サイトは、悪い大人がわ
なを張り、子どもたちを狙っています。安易な気持
ちでアクセスすると危険です。
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携帯電話を使用する上では、未成年者であっても

『責任』を持って使用することが求められます。他
人への誹謗中傷は、その人の人権を傷つける犯罪に
もなります。
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万一、事件やトラブルに巻き込まれたら、すぐに

身近な大人に相談しましょう。その大人がＩＴの知
識は少なくても、あなたの立場になって考え、きっ
と力になってくれます。
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インターネットや携帯電話を使うときには 「有、

害サイトにアクセスしない 「人を傷つける書き込み」
はしない 「個人情報をみだりに教えない」など、家」
庭内でルールを作りましょう。
そして、時々、親子でルールが守れているか振り

返り、より良い使い方をめざしましょう。
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インターネット上には出会い系サイトや暴力的で

残虐な画像を集めたサイトなど、子どもたちにとっ
て有害なサイトが数多くあります。有害情報を閲覧
できなくするフィルタリングを活用し、子どもたち
を守りましょう。

ホームページを一定の基準ɓȡɩȽɨɱȮɵɵɵ
、 。で評価判別し 有害情報を閲覧できなくする仕組み

携帯電話での手続きは無料で簡単に行えます。詳細
は販売店にお問い合わせください。
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ます。出会い系サイトなどでは大人が加害者となっ
。 、ています 子どもたちの模範となるべき大人として

より良い情報化社会を築くことが必要です。
有害情報を見せない環境整備に取り組みましょう○
携帯電話・ゲーム等を販売している方はフィルタ

リングを勧める、店舗等で利用させている方はフィ
ルタリングを利用など環境整備をする。

３月３日(火) 飯南病院看護師長の加瀬部洋子(助

産師)さんを講師に、三年生を対象に総合的な時間
を活用し「性に関する指導」を実施しました。

講義の内容は、性感染症とその予防につての学習

や、予期せぬ十代の妊娠と人工妊娠中絶の実態など
をデータを基に学びました。加瀬部助産師さんの現

場からの生の声は、生徒たちの今後の生き方を深く

考えさせるもので、大変に有意義な時間となりまし
た。生徒たちは、この時間を通して、性について考

えることの大切さや命の重さなど、専門家でなけれ

ば伝えられない新たな知識を得ました。

昨年秋、３年生が出店した ななかまどフェスタ

「吉中 まいもん屋台村」での収益金で、車いすを
購入し学校に寄贈しました。この屋台村の出店に当

たっては、生徒会が資金援助(商品材料の購入金)を

行い実現したもので、三年生
の感謝の気持ちと後輩への思

いが込められています。寄贈

の車いすは、生徒の怪我への

対応や高齢者の方の訪問時に
活用させていただきます。
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～生徒の感想より～授 業 を 受 け て

・話を聴いてすごく考えさせられることがたくさん

ありました。今まで、あまり性について考えること
が無かったので良い機会になりました。教えてもら

ったことを忘れないようにしたいと思います。

・性感染症や十代の妊娠者数などグラフで分かりや

すく説明してもらたので理解しやすかった。これか
ら大人になると、自分でしっかりと判断をして考え

て行動しないといけないと分かった。

・命の大切さについて分かったので良かった。これ
からは、命をもっと重く大切に考えて生活をしてい

きたいと思う。

・この学習を受けて、知ってるようで知らないこと
がたくさんありました。妊娠については、男も責任

を持たないといけないと感じた。

・今日の学習で異性との付き合い方など色々なこと
を学んだし、初めて知ったこともあった。将来そん

な立場になったときの事を、しっかりと考えたい。


